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助成活動名 外出困難な障がい者、ひきこもりへの自宅作業支援ネットワーク構築 

助成額 700,000 円 

活動内容 

目的 

日本国内において増え続けるひきこもり状態の方々への支援は高齢化と共に社

会復帰率への難易度が上がっていく状況にある。それに加えて新型コロナウイル

スの感染拡大によって当事者への精神的な影響と、支援者の訪問などが困難にな

るような状況が支援をより難しくしてしまっている。 

外出ができず自宅で過ごす精神障害者の社会との接点は少なくなる一方で、社会

復帰への距離は遠ざかる傾向になってしまう。働けない状態にあり、社会貢献で

きないあるいは世の中から外れてしまったと感じる方々は増える一方である。 

また少ない支援も新型コロナウイルス感染拡大の影響で届きにくくなっている

のが現状である。益々社会との繋がりを失っていくことになり、孤立化を招いて

いる課題解決の糸口が見つかる気配すらない。通所や外出が不定期になりやすい

ひきこもり者への支援として、社会との接点を失わずに将来的に自立へと繋がる

ようなサポートが必要とされている。 

各支援事業所も外出が困難な方々への支援に悩むところが多く、弊団体の活動に

関心を持たれているのでシステム化とネットワーク化も求められている。 

 

内容 

「外出困難な障がい者、ひきこもりへの自宅作業支援ネットワーク構築」作業 

支援内容 

１．麻紐を使った編み物作業（商品の装飾になる部品） 

２．木製品の外面を彫って仕上げる作業 

３．革製品の表面を絵の具で彩色して仕上げる作業 

４．紐を括って組み合わせバッグの装飾部分を作る作業 

以上４種類用意しており今後更に内職作業の種類を増やす予定。 

出来上がった商品は弊団体が運営する「社会課題とつながるブランド」の製品 

として販売開始し、売上を増やすと共に製品の背景には外出が困難な方々、コ 

ロナ禍の影響で働けない方々、働けなくなった方々が関わっているとアピール 

する。 

 



1. 内職作業発注準備 

時期：2020 年 6 月〜  

内容：内職作業外注前の準備（自宅にて加工してもらう部品等の準備及び商品 

企画） 

2. 内職作業運営と管理  

時期：2020 年 11 月〜 

内容：内職作業を各支援事業所を通じて発注し、その管理も行う 

想定参加者数 12 名 

3. 内職作業のリモート支援ネットワーク構築 

時期：2021 年 4 月〜2022 年 3 月 

内容：外出が困難な障がい者を内職発注で支援するネットワーク作り 

想定参加事業所数 10〜15 事業所 

実施場所：岡山県南部を中心に始めて県北部へと拡大して県全体でのネットワ 

ーク化を図る 

4. 商品の販売  

時期：2020 年 11 月〜 

内容：自主管理するインターネット販売サイトより全国に向けて通信販売を行 

う。その他野外イベント等再開されれば参加、出店して販売 

 

成果 

 
本事業でひきこもり状態であった方々への訪問支援や内職作業発注支援を続け
たことにより、弊所へ通所可能になった方々がいる。出勤しての作業をすること
により、定期的に外出する習慣や社会との繋がりが出来たことが成果と言える。 
 
その成果を知られた様々な支援機関からの支援依頼が増えてきた。今後もひきこ
もり支援から次のステップへとつながりを持った自立支援の活動を継続する予
定。ひきこもり状態の方々を次のステップへと導く支援機関のネットワークは繋
がりつつあると感じている。 
 
2021 年度はコロナ禍の中でイベント出店しての販売やワークショップを試行し、
段々と向上してきたと感じている。今後は一般就労を目指す若者たちの参加を促
し、就労体験の場を増やしていきたい。 
 

今後の課題と対
応策 

 
2021 年度の活動について前の年から引き続きコロナ禍の影響をかなり受けてしまった。 
参加予定であった展示会への出店が中止や縮小になり、美観地区の店舗での売り上げが落ち
てしまっている。2022 年度はコロナ禍の影響が少なくきたため店舗での売り上げなどの巻
き返しに奮起したい。 
 
支援内容について、ひきこもり状態から次のステップとして通所される方々が増えてきたた
め通所型の支援について注力したい。支援対象者が増えることにより、様々な特性を持つ
方々への対応が求められている。 
 

写真の提出  



 

  

 



 

  



 

 



 



 

 

 

 


